
北沢地域
タウンミーティング

～より良い地域づくりを考える～
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（仮称）地域経営方針

28地区実施

北沢地域内の６つの地区で開催。
計１２０名が参加。

タウンミーティング
 車座集会で出た意見

 地域経営方針素案 5地域実施

車座集会
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車座集会での各地区の意見紹介
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北沢地域は区の北東部に位置し、南
北に環状7号線が通っています。小田急
線、京王線、井の頭線で都心に直結し
ています。そのほかに世田谷線もあり
ますので、交通の便がよい地域です。
沿線の下北沢、明大前、下高井戸、豪
徳寺等の駅周辺は、鉄道が交差する商
業地として栄え、活気ある商店街と
なっています。特に下北沢は、若者の
まちとして人気です。区画整理が完了
した良好な住宅地もありますが、都市
基盤が未整備のままの地区も見られま
す。下北沢駅周辺の小田急線はすでに
地下化されましたが、現在も引き続き
工事が進められています。





テーマについて発言されたい方は、まず、挙手をお願いします。
・指名は、区⾧よりさせていただきます。

・指名された方は、お住まいの町名、例えば「梅丘二丁目の～です」というように、
町名とお名前をおっしゃってください。

・在勤、在学の方は、「代沢二丁目に勤務または在学の～」というように、勤務
地・学校の所在地の町名とお名前をおっしゃってください。

・ご発言は、一人３分以内でお願いいたします。
・「１分前」のお知らせを掲げましたら、お話をまとめていただきますようお願い
します。時間になりましたら「終了」のお知らせをいたします。

・一度発言された方で、再度、発言されたい方は、全員のお話が終わったあとに、
お時間があればお願いいたします。





世田谷区の新たな被害想定
①被害を受ける建物棟数の想定は、２５,７５７棟（▲２０４４棟）
②停電率は１８.９％（▲０.５％）
③上水道の断水率２３.２％（▲７.６％）
④下水道管きょ被害率は５.６％（▲１９.1％）
⑤避難所で避難生活を送る者（避難生活者）は、発災１日後は１５１,２９０人、
４日～１週間後は１６８,２２４人、１か月後は５２,３７４人となっている。
※発災１日後の避難所避難者数の大幅な減少について・・・減少した理由として都民アンケートに
基づく各家庭の飲料の備蓄状況を反映したこと等が考えられる。なお、４日目以降の避難所避
難者数については、断水率の見通しや、家庭の備蓄が費えることなどを考慮し、１日後よりも増
加すると試算されている。

新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化をはじめ、東京都は最新の知
見等を踏まえた首都直下型地震等による東京被害想定を新たに行い、令和４年５
月２５日に公表されました。（約１０年ぶりの見直し）



１．避難所で避難生活を送る者（避難生活者）の想定（全区）※再掲
発災１日後 １５１,２９０人

４日～１週間後 １６８,２２４人
１か月後 ５２,３７４人

２．世田谷区の避難所
指定避難所（全区） ９５か所
指定避難所（北沢地域） １７か所

３．北沢地域の人口と世帯数（令和５年４月１日現在）
人口 １５４,０２５人
世帯数 ９１,２８８世帯



在宅避難のすすめ
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東京都の不燃化特区制度を活用し、
「不燃領域率70％の達成」を目標に
建築物の不燃化を推進しています。

世田谷地域
北沢地域

２
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下北沢駅
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不燃領域率が70％に達すると延焼による市街地の焼
失率がほぼゼロになるとされています。

北沢三・四丁目地区

北沢五丁目・大原一丁目地区

区役所周辺地区

不燃化特区対象地区
（北沢総合支所管内）
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●学校との連携
赤堤小学校や梅丘中学校、緑丘中学校などでは、児童・生徒が参加する避

難所運営訓練を実施している。

●パンフレット・ちらしの作成
まちづくりセンターごとに防災マップや在宅避難のチラシを作成し、まち

づくりセンターや避難所運営訓練、防災塾などで配布し、防災に関する情報
を周知・啓発している。

●在宅避難について
在宅避難に必要な食料や水、携帯トイレ、蓄電池などの物品を避難所運営

訓練等で実際に展示し、紹介している。





●防災訓練やボランティア活
動への中学生世代の参加

●「地区情報連絡会」として、
地区内で活動する団体による
情報共有や意見交換を実施

●「美まもりやまカフェ」
「茶話やか松原」など、住民
相互の交流や支援の場として
実施

地区情報連絡会
「ひろうえん」▶

◀「美まもりやま
カフェ」

「美まもりやま
カフェ」写真



●ＳＮＳを活用した、若い世
代が地域活動に参加しやすい
環境づくり

●「おとこ塾」「男のスト
レッチ梅丘」など、男性の地
域参加のきっかけとなる場と
して実施

◀▲おとこ塾




